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はじめに
君津中央病院にて産婦人科実習中に某町の子宮癌
集団検診を経験したが，全検例が 202名で， これだ
けでは例数が少いので子宮癌と臨床症状等との関係
にまで言及できない。それでここでは受検者の年令
分布，自覚症，経産回数，発見された婦人科疾患，
疾患と自覚症との関係，組織診を行なった例の年
令，自覚症，塗抹細胞診，臨床診断，組織診断につ
いてしらべた結果を述べる。
方法
子宮癌の診断法として，1.視触診， 2.塗抹細胞診， 
3.組織診， 4.コJレポスコピー ， 5.放射性同位元素に
よる方法が一般に行なわれているが，病院の設備お
よび集団検診という性格上これらの方法のうち視触
診および塗抹細胞診を全例に行ない，両検査により
子宮癌の疑われる例についてのみ，グリュンワノレド
切除甜子を用いて組織診を行なった。
結果 
1. 受診者総数およびその年令分布
総数	 20代 30代 40代 50代 60代 
202 6 59 94 38 5 
2. 自覚症状
年令 20代 30代 40代 50代 60代 
出血 00410 
帯下 1 5 8 A 2 
腰痛 3 19 22 10 1 
尿路直腸障害 o 0 0 0 0 
.3. 経産回数 
。回 4名 1回 17名 2回53名 3回64名 
4回32名 5回22名 6回 3名 7回 5名 
8回 2名 
4. 発見された疾患 
20代 30代 40代 50代 60代
陸部膿欄 3 34 51 9 1 
子宮筋腫 2 5 14 0 0 
陸炎 O o 2 13 4 
ポリープ o 3 4 2 0 
付属器炎 o 1 0 o 0 
ゲグ
2324332312 
5. 疾患と自覚症状との関係
自覚症出血帯下 腰痛下腹痛なし
陸部探欄 67 1 1 29 3 
子宮筋腫 1 0 1 8 1 
睦炎 12 0 7 3 0 
ポリープ 5 1 2 3 0 
付属器炎 o 0 0 0 1. 
なし 40 3 3 17 1 
6. 組織診を行なった症例 1例について
年令自覚症細胞診臨床診断組織診断 
34 腰痛 3 陸部醸欄真性康欄 
57 なし hvh か
56 なし 扇平上皮がん
53 なし 肩平上皮増殖 
44 なし // 1/ 
43 出血 ポリープ真性鹿欄
46 腰痛 陸部康欄偽膜欄
48 1/ ケ 真性廃欄 
40 帯下 // // 
36 1/ ポりープ粘膜ポリープ
68 腰痛 陸部康欄真性鹿欄
結 H 
半農半漁を主体とする町のためか婦人科疾患と関
係の薄いと思われる腰痛の自覚症が多かった。また
通院を必要と感ずる程の自覚症状ではないためか自
覚症状と実際の疾患との相関関係があまりみられな
かった。なお 202名中唯 1名発見された子宮頚がん
は第 1期のものであった。
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